
（別紙３）

～ 2026年　2月　10日

（対象者数） 31名 （回答者数） 23名

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 13名 （回答者数） 12名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・疑問点、要望点、意見等が積極的に発する場として続けて

欲しい。又、欠席者職員への伝達も必ず行い全員が把握でき

れば良い。

・“仕事だから当たり前”ということに囚われすぎていて、職

員一人ひとりの支援や一つひとつの行動に対しての感謝や評

価がもっとあっても良いと思う。

・継続して欲しい。

2

・作りあげる達成感、楽しさ、協力し合える、制作活動に努

力していく支援。

・担当職員のみではなく、全職員の聞き取り、意見も聞き取

り、計画の材料とした方が良い。

・昨年度の活動案が数多くあるだけで、どれだけ採用されて

いるか、提案に肉付けをし活用。

・職員の把握能力の向上が必要。

3

・明確な事案を共有し個々の向上に努力する。

・今後も、ご家族の意向を聞く場を設けたり、ご家族や地域

の方も参加できるイベントを開催したい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・個々への指導、研修会を行う。

・鍵を掛ける事を徹底。感情的な行動を改める。

・コミュニケーション不足なのか、特定同士は理解している

が、出勤日数が少ない非常勤職員への周知方法の改善。

・正規職員、非常勤職員も改めて、障害に対する知識と支援

における技術の獲得をする為に、勉強会のように規模が小さ

くても繰り返し学びの場を設ける。

2

・忙しく忘れがちになってしまう人が、一人ひとりが責任感

を持ち職員の休憩もきちんと取り自覚していく。

・一年の計画を年度はじめに知らせ沢山の参加を促す。

・その日に起きた問題を記載し、少なくとも支援したが把握

する。

・支援のコツ、児童への接し方等お互いに共有する時間があ

ると良い。

3

・昨年夏祭り等のイベントに参加した。喜んであたたかく迎

え入れて頂いた。今後も継続すべき。

○事業所名 放課後等デイサービス にこにこ

○保護者評価実施期間
2026年　1月　23日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　12日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・地域に開かれた事業所運営 ・地域の方々に深い理解をもっていただく為に積極的にイベン

トへ参加する。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・人員体制

・研修が活かされていない

・職員と非常勤職員の温度差

・障害児支援の職員一人ひとりの資質にバラつきが出てしまっ

ている。

・職員のやる気を引き出し前向きにとらえる必要がある。

・虐待、不審者対応訓練の研修、救命、避難訓練と行っている

が自分自身のためにはなるが疑問がある。

・周知を非常勤職員までされていないことがある。

・研修や見学などの学びの場が持てていない。

・ヒヤリハットの常習化

・家族に対しての研修の場

・支援終了後の反省会

・職員の安全も課題(怪我や暴力にさらされることがある。)

・送迎時の車、発作時のダイアップの管理

・全保護者の取りまとめの大変さ。

・支援後子どもの送迎があり、全員が集合する時間が取れな

い。

・個人の力量に違いがある。

・業務改善の為、全職員の参画

・事業所の規模(定員：10名)と職員数を考えると、現時点で

丁度よく(逆に言えば、これ以上の受け入れは難しい)、どんな

場面でも職員同士のコミュニケーションが取れている。

・業務改善を進める為に、PDCAサイクルに職員が関わってい

る。

・月一度の活動検討会議を行い全員で共有できた。

・職員同士でもアドバイスや悩みを聞き取り、次に繋げる働き

かけができている。

・子どもの状況を保護者と伝えあい、定期的に面談や、助言の

支援が行われている。

・季節に応じた環境

・子どものニーズに合わせ個別支援計画書作成あり

・活動のプログラムが出来ている

・外出することが多い。(平日、休日とわず)

・子ども達と共に季節に合った制作をする事により、想像性を

養い、指先のリハビリに繋げた。

・保護者との面談にて要望を聞き、計画書が作成されている。

・長期休みでの活動内容が工夫されており、体を動かし、子ど

も同士の関わりも深められている。

・子どもに合わせた場所の選定。

・子供に寄り添う支援

・ご家族とのやり取り(連絡帳やLINEの利用、送迎時の聞き取

り)では、昨年度から、ご家族が参加できるバス旅行などを企

画・実施したことで、家同士の橋渡しの機会ができ、事業所と

しての全体的な様子も感じて頂けたと思う。

・会議を通し子どもの安全を第一に考え、何を求めているの

か、何を支援するのか、意見交換ができている。

・ご家族への連絡や、ご家族からの連絡に対する返信は(忘れ

てしまうこともあるが)都度行っている。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

にこにこ
公表日 　　　　　2026年　　　3月　　30日

利用児童数

2026年　2月　28日　時点

31名 回収数 23名

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 21 2 0 0
・走っても大丈夫なスペースだと思う。

・活動するお部屋はとても広くて良いと

思う。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 18 1 0 4
・一日何人の職員がきているのか、児童

の数が何人なのかわからない。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。
21 0 0 2

・カーテン等もしっかりしていると説明

を受けて安心して利用している。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。 22 0 0 1

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 21 2 0 0
・とても丁寧に接して頂き嬉しく思う。

・適切な支援ができるように職員に対し

て研修をして欲しい。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。 21 1 0 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。
23 0 0 0

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

21 0 1 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 22 1 0 0
・色々な体験ができていると思う。

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。 23 0 0 0
・毎日、楽しく過ごしている。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。 13 3 3 4
・利用回数が少ないのでわからない。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。 22 1 0 0

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。 22 1 0 0

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。
14 4 1 4

・研修会はないが、家族も参加できるイ

ベントがある。

・遠足や運動会があるので良いと思う。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。 22 1 0 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 22 1 0 0

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 22 0 0 1

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

10 4 2 7

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

19 1 0 1

※未回答2
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保護者等からの事業所評価の集計結果（放課後等デイサービス）公表



20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。 20 1 0 0
※未回答2

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。
20 0 0 1

・時折インスタグラムで楽しそうな様子

を拝見している。

※未回答2

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 18 1 0 2
※未回答2

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。
12 4 1 4

※未回答2

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。 13 3 0 5
※未回答2

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。 18 1 0 2
※未回答2

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。 19 1 1 0
※未回答2

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 20 1 0 0
・安心していられている様子を感じる。

・まだ慣れていなということもあり仕方

ないかと思う。

※未回答2

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 20 1 0 0
・毎日、確認してくるくらい楽しみにし

ている。

・毎回とても楽しみにしている。

※未回答2

29 事業所の支援に満足していますか。 19 2 0 0
※未回答2
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（別紙５）

にこにこ
公表日 　　　　　2026年　　3月　　30日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 5 7

・にこにこルームのトイレが2か所の為、トイ

レに集中してしまうことがあり、順番を知ら

せるように工夫している。

・広々と使用できているので良いと思う。

・他放課後デイサービスに比べてスペースは

十分と感じる。

・利用者人数によっては真ん中に仕切りを

作って環境作りも必要。

・机など必要のない時は片付けて広く使用し

ている。

・更衣室や静養室が足りていない。

・定員10名のところ最大受け入れ数である15

名を受け入れることもあり、デイルームが手

狭と感じることがある。

・大きい児童が走り回ると小さい児童が危な

いことがある。

・年長の男の子の利用者の遊ぶ内容でスペー

スが広く欲しい日がある。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。 7 5

・外出時は担当を決めて職員配置して支援し

ている。

・職員が急遽休むことがあるが、職員同士で

声掛けしながら支援している。

・職員が一人休んでも送迎が時間内に終える

ことができている。

・利用キャンセルにより職員人数が多くなる

場合、事務処理にあたる。

・職員数は十分確保できている。

・適切である日もあれば少ないと思う日もあ

る。【子供に応じて】

・子供の状態でマンツーマンの支援が必要な

日は足りなく感じる時がある。

・職員数は適切だが、職員の動きに問題があ

る場面が多い。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。
10 2

・単純な作りで分かりやすいと思う。

・障がい特性に応じて、絵カードを使用して

利用者の意思を確かめたり、トイレに手すり

を設置してバリアフリー化している。最近で

は係のパネルを作成して利用者の方に視覚的

に分かりやすくしている。

・スロープ、段差のある玄関である為バリア

フリーは適切である。

・定期的に片付けを行ったり、マグネットや

名札を作るなどして、視覚的に分かりやすく

している。

・バリアフリーにはなっているが、障がいの

特性に応じた作りにはなっていない。

・排泄面での配慮はなく、スタッフロッカー

室、おむつ置き場、おむつ交換が、同じ部屋

になっている。

・部屋に入る戸が危ない。

・車両から降りて雨の日は濡れてしまう。

・支援に対して職員間の情報伝達に欠ける場

合もあり同じ事の繰り返しでも確認をしてい

く必要がある。

・年齢、障がい特性など異なる子供を同一部

屋にして支援することは限りがある。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。 11 1

・職員が毎日終了後に掃除してくれているの

で比較的、清潔には保っている。

・活動に合わせた空間はどうかは、分からな

いが、工夫をして使用していると思う。

・利用者が送迎で帰った後、職員が掃除を

行っている。(床、トイレ、消毒)

・翌日の準備で荷物入れと利用者の顔が写っ

たマグネットを使用している。

・その日の活動に合わせて机配置を行う。

・掃除は毎日きちんとしているので気持ちよ

く生活できている。

・駐車場が砂利で危ない。

・人数によっては狭い。

・静養室のような個室があると良い。

・おもちゃを使って片付けをすれば良いが、

おもちゃが散らかっていて危ない。

・敏感な児童と鈍麻の児童が同室なのは、心

地よく過ごせる環境とは言えない。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか。 8 4

・着替えなどで使用する部屋は決まってい

る。

・リラックスできる場所は、活動後にマット

を使用して開放している。

・部屋は相談室(ロッカールーム)を使用して

いる。利用者自身としてはトイレや玄関で

クールダウンをする様子が見られる。

・体調不良の利用者がいる場合、静養室やぬ

くぬくの居室を使用している為良いと思う。

・クールダウンさせる場合の別部屋がある。

・利用者への伝え方や改めて職員全体へ相談

室を使うことを周知する必要がある。

・部屋数が少ない。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。 10 2

・個別支援計画について前期・中間振り返

り・後期・総括と会議の場で広く職員が参画

している。

・スタッフ会議にて周知されている。

・ノートや記録を会議で共有できている。

・月一度の目標設定の会議の前日にあり多く

の職員が出席している。

・職員の熱量の差が激しい。

事業所名
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事業所における自己評価結果（放課後等デイサービス）公表



7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。 10 2

・職員が面談を何回と決めて実施している。

・保護者向け評価表を記入して頂き、その内

容について職員で周知し、業務改善に繋げて

いる。

・事務室に引継ぎノートを置くことにより、

出勤した職員は捺印をしている。

・毎年度末に、このアンケートをもって意向

を把握している。

・全職員の共有が課題。

・設けているが、改善には繋がっていない。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 10 2

・スタッフ会議や講習、研修を行っている。

・個人的に意見を聞いたり、会議の場で出た

意見や支援や業務改善に繋げている。

・スタッフ会議や検討会議にて業務改善に繋

げている。

・会議では活発な意見交換がある。

・疑問に思うこと等、いつも話しやすい環境

にある。

・スタッフ会議をはじめ、活動検討会議や個

別支援検討会議、普段の会話等で意見を把握

し周知、必要な場合は改善に取り組んでい

る。

・会議で話し合っても改善に繋がらない。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。 4 5
※未回答3 ・第三者による評価はしているか、任意な為

分からない。

・できていない。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。 12 0

・研修等必要なことは行っている。

・定期的に案内や開催がされている。

・犯罪への対処、防災等行っている。

・プリントや口頭で全員に配布して頂いてい

る。

・会議で話し合っている。

・法人研修は毎年二回、その他スタッフ会議

で行う研修もある。

・機会が確保されているが、参加費等が法人

が負担してくれるようになると職員側から自

ら進んで研修参加する形ができるのではない

か？と感じる。

・研修はあるが、足りていないと思う。受け

て欲しい職員は受けていない。受けても生か

されていない。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 9 2

・5領域に基づくよう個別支援計画を作成して

いる。ＨＰにも公表されている。

・個別支援計画が作成され、各スタッフに公

表できている。

※未回答１

・公表といった形ではされていない。

・プログラムは作成されていない。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。
9 1

・担当職員が良くやっていると思う。

・放課後デイサービス計画を作る上で面談を

行い、自宅・学校・他放課後デイサービスの

情報を共有している。その情報を元に今課題

として上げられている事を個別支に入れ計画

書を作成している。

・契約時にアセスメントを行い、話を伺った

上で放課後デイサービス計画を行っている。

・個別支援計画面談を通してできている。職

員もいると思う。

※未回答２

・アセスメントをしっかりやる事は課題。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 
11 0

・作成後の場では、子供の成長を話し合う場

がある。

・放課後デイサービス計画を作成する際は、

児童発達支援管理責任者だけではなく、子供

の支援に関わる職員、パートの方にも普段の

様子についてや支援計画について共通理解を

し、課題の検討をもとに計画を作成してい

る。

・活動検討会議、スタッフ会議にて行うこと

ができている。最近では子供一人ひとりの目

標を職員全員で考えている。

・担当が個別支援計画書を作成し、それを周

知する形で行われている。

・そういった場は、設けられているが共通理

解はできていない。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援

が行われているか 。 10 1

・放課後デイサービス計画は会議の場を設け

て、職員間へ共有された計画書に沿った支援

をしている。

・支援計画書は全職員に配布、共有されてい

る。

※未回答１

・共有はされているが実行となると難しい。

・サービス計画は共有されているが、活動会

議には周知されていない事が多い。

・共有はされているが、計画に沿った支援は

行われていない。
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15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。
8 2

・会議で話し合いはもたれている。

・業務日誌や連絡ノートの控えを使用し、そ

の日の子供たちの適応行動の状況・日々の行

動観察と支援の目標についてモニタリングや

放課後デイサービス計画を振り返りをする時

に使用している。

※未回答２

・標準化されたツールは使用していない。

・アセスメントも十分とは言えない。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

10 1

・行っている物もある。

・その日のリーダーが活動内容を決めている

・放課後デイサービス計画を作成時、「本人

支援」「家族支援」「地域支援・地域連携」

のねらいと具体的な支援内容を設定して作成

している。

・各項目を支援計画に載せている。

※未回答１

・事務所に計画作成マニュアルのような物が

あると良い。

・職員の一部しか周知されていない。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 9 2

・活動プログラムについて会議を設けてアン

ケートを取り、工作活動の立案を月ごとに

チームで行った。

・基本的にはその日のリーダーが活動内容を

決めているが、月一回の活動検討会議でどん

な活動をやってみたいかの意見を募集してい

る。

※未回答１

・立案はチームではない。

・現在取組中。

・その日のリーダーが主に決めている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 10 0

・難しいところだが、工夫されていると思

う。

・活動検討会議を設けられている。

・リーダーが5領域を意識して固定化されない

ように工夫をしている。

・活動プログラムについて月ごとにアンケー

トを取り、活動案募集してその中から活動を

選んでもらうような形にした。他のも固定化

されないように前回又はその週の活動を確認

しながら活動内容を決めている。

※未回答２

・工夫はしているが、検討が必要だと感じ

る。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。 6 3

・児童の状況も確認しながら個別活動と集団

活動を適宜組み合わせて、放課後デイサービ

ス計画を作成、支援している。

・意図的な形では行われていない。

・個別と集団、両方は難しい。

・ほとんど実施できていない。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。
12 0

・毎活動前に打ち合わせを行っている。

・チームで連携できている。

・毎日、時間を決め時前打ち合わせがあるの

で皆で共有して支援に移れる。

・支援開始前に支援内容・ねらいについてや

必要であれば担当を配置をしてチームで連携

して活動・支援を行っている。

・その日の活動の話し合い、注意してみない

といけない児童の話がある。

・十分にできていない時も多い。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。 3 9

・打ち合わせではなく、振り返りとして紙に

書いている。

・打ち合わせは行わないが、その日の様子、

振り返り、気になる点など共有する為上司に

引き継いでいる。

・短期入所事業も併設している関係で終了後

の打ち合わせは難しい。

・勤務体制もあり、その日のうちにとは伝達

が難しい様子だが職員はできている。パート

までの伝達がないことがある。

・「必ず」はできていない。

・送迎でできない。

・書面での振り返りはできるが、職員間で必

ず打ち合わせはできていないので改善が必

要。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。 9 2

・支援計画に沿ってどうだったか、支援計画

以外での成長は見られたか、などの記録を

取っている。

・記録を取る事はしっかりとできている。

・記録ノートや業務日誌に日々の支援の記録

をとり、検証と改善につなげている。

・ノートに記入している。

※未回答１

・「検証」には至っていないと思う。

・記録はとっているが活かせていないことが

多い。
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23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 9 1

・会議では必ず話し合いをしている。また、

相談支援事業所をご利用の方は定期的なモニ

タリングを行っている。

・放課後デイサービス計画について中間振り

返りと総括を保護者と面談をして計画の見直

しを行っている。

※未回答２

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。 6 3

・色々な活動を展開し対応していると思う。

・自立支援と日常生活の充実のための活動は

身の回りのことを自分で行う練習をしたり、

料理、掃除などの生活スキルを学ぶ内容が

あった。

・創作活動は文化展へ向けた作品づくりをし

たり、その月の工作を作ることで表現力を育

てることができた。

・地域交流の機会はフェスイベントを通じて

フラダンスやその他のダンスの発表の機会を

作り地域の人々と交流をした。

・余暇の提供は子供たちが自由に過ごせる時

間を作り心身の健康を推進した。

※未回答３

・地域交流の機会の提供がされていない。

・ガイドラインを理解している職員が少な

い。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行っているか。 9 3

・自己選択、自己決定をする場面は少ない

が、どのようにいしたいかという場面では意

思を尊重している

・おやつの選択を行っている

・外出先の公園で遊びたい遊具を子供たちが

自己選択して遊ぶことができている

・場合によっては子供に遊ぶきっかけ作りを

職員がすることもある。

・ボーリング活動では子供たちに投げる場所

を自己選択させ、自己決定力を育むことがで

きている

・工作の時間は、色紙、マジック、クレヨ

ン、色鉛筆等、好きな色を選んでもらったり

している

・支援に工夫はされているが、職員により異

なることがあるので意識の共有が必要

・具体的にはないと思う。お当番等で自分で

やりたいことはやる

・力を育てる為の支援はほぼない

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。 10 1

・個別支援担当者が出席している。

・担当者が事前に変わる場合は、２名で出席

することもある。

※未回答１

・職員のによっては担当児童との接点が少な

い為理解しているとは考えにくい。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。 6 4
・地域保健、医療保育の関係機関とは直接的

な連携はないが、書面等で連携して支援を行

う体制がある。

※未回答2

・できていない。

・分からない。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか。
10 0

・学校との情報共有は児童の引き渡しの際に

行っている。

・児童の送迎時の際に、その日の様子を担当

より伺う。(適切という意味は？)

・学校と必要な情報共有・必要であれば連絡

調整し適切に行っている。

※未回答２

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。 4 6
・就学前の必要な情報共有は会議等の場で相

互理解している。

※未回答２

・行っているかもしれないが、周知はされて

いない。

・できていない。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。
7 3

・担当職員より情報提供されている。

・相談支援員を通じて会議を開催し、移行先

に必要な情報共有する場を作っている。

※未回答２

・行っているかもしれないが、周知はされて

いない。

・できていない。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。 4 5
※未回答３ ・行っているかもしれないが、周知はされて

いない。

・地域の児童発達支援センターは図れていな

い。研修もしていない。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。 5 5

・公園で一緒になることがある。

・かわみんハウス(児童館)を利用している。

・お祭りに参加するなどして知ってもらうよ

うに務めている。

※未回答２

・地域の子との活動はしたことがない。
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33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 4 5
・今年度は比企地域支援協議会に２回参加し

ている。

・今年度は参加をした。

※未回答3

・分からない。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。 11 1

・送迎時の際に保護者と会話をして様子を伝

えている。

・必要に応じてこどもの発達の状況や課題に

ついて電話連絡やLINE等を使用して共通理解

をしている。

・連絡帳の活用をしている。

・親御さんとのコミュニケーションは良いと

思う。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 
3 8

・家族等の参加できる研修の機会を情報提供

している。

※未回答1

・行っているかもしれないが、周知はされて

いない。

・家族支援プログラムは行っていない。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。 10 1

・パートは携わることがないが、スタッフ会

議にて周知している。

・放課後デイサービス見学時又は、契約時に

運営規程、支援プログラム、利用者負担等に

ついて説明している。

※未回答1

分からない。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 
10 1

・契約時に面談時を行い詳細説明している。

・放課後デイサービス提供前にアセスメント

シートを使用してこどもや家族の意向を確認

する機会がある。

※未回答１

・各担当職員によってしまう。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。 10 1

・作成した放課後等デイサービス計画を示し

ながら支援内容の説明を行い、保護者から同

意を得ている。

・必ず面談の際に同意を得ている。

※未回答１

・各担当職員によってしまう。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行っているか。 11 1

・各こどもの担当職員が相談を受けている。

・家族の相談に応じ、面談や助言と支援をし

ている。

・相談がある時は必要に応じ話を聞く場は設

けている。

・各担当職員によってしまう。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。

8 3

・秋のバス遠足という企画を行うことで保護

者の交流の場としている。

・今回の遠足では兄弟同士で参加され、カ

レーを作ることで交流の場となった。

※未回答1

・保護者会という場ではない。

・兄弟同士の交流があっても良い。

・バス遠足では参加される家族が限られてい

る。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか。
10 1

・問題が生じた際、直接電話又、伺い説明等

の解決をしている。

・苦情件数は少ないが、苦情があった場合は

迅速にこどもや保護者に周知し、対応してい

る。

・所長、児童発達支援管理責任者を筆頭に体

制は整っていると思う。

※未回答1

分からない。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。
10 1

・ＳＮＳの活用が良いと思う。

・LINEによる情報共有がある。

・“にこぬくだより”を月一回作成して活動概

要、行事予定を保護者にお知らせしている。

※未回答１

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 10 1

・活動案は、その日のうちにシュレッダーを

かけて取り扱いに注意している。

・個人ファイルや持ち出しの徹底している。

・個人情報の取り扱いは十分に留意してい

る。

・掲示物や発言等十分ではないと言えること

がある。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。 11 0

・職員が間に入り、障がいのある児童と保護

者との意思の疎通・情報伝達をするために橋

渡しの配慮をしている。

・なるべく伝わりやすいような配慮をしてい

る。

※未回答１

保

護

者

へ

の

説

明

等

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携



45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。 5 6

・事業所単位ではなく、法人単位で行ってい

る。

・運動会は地域の人を招待する。

・フェスイベントを通じて地域住民を招待し

たり、地域で開かれたイベントには進んで参

加を図っている。

※未回答１

・部所で開催されるイベントに地域の方に活

動内容を観てもらえると良いと思う。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。
8 3

※未回答１ ・ご家族への周知はしていない。

・職員では実施しているが、ご家族へは行っ

ていない為、避難訓練等があると良い。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。 9 1

・非常時の災害に備えて、職員間でどのよう

に動くか話し合っている。

・研修を行った。

・今年度、力を注いで研修、訓練を実施。

・災害計画と共にどこに集合するか等共有し

ている。

※未回答２

・年に数回のみで、その日の利用者で終える

ので２～３ヶ月(週の曜日を変化)に一度訓練

した方が良いと思う。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。 10 1

・個人資料等でスタッフが確認できるように

なっている。

※未回答１

・発作等の周知はしているが、薬の持ち運び

に配慮が欠けている部分がある。

・古い情報がそのままになっていることがあ

り、更新日で確認する必要がある。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。 8 2
・契約時に食物アレルギーについては聞き取

りを行っているが医師の指示書に基づく対応

は確認していない。

※未回答２

・食物アレルギーのこどもがいない。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。 6 5

・義務化されている研修や訓練については年

間を通して行っている。安全管理がされた中

で支援を行うことができている。

※未回答１

・防犯として玄関の鍵を施錠しているが、ぬ

くぬくの窓が換気で空いているのはどうなの

か？。

・研修や訓練といった形ではできていないの

では？。

・安全をさらに徹底されると良い。

・施錠、消毒への関心が欠けることがある。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。 5 4
※未回答3 ・緊急連絡先を事前に確認しているが、安全

計画に基づく取組内容については完全には周

知されていない。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。 11 1

・活動前のミーティング等で注意意識を高め

るようにしている。

・少しのことでも書くようにして意識してい

る。

・会議や書類回覧で共有、対策を話し合って

いる。

・検討は行っているが再発が多い。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。 9 1

・委員会を中心に行っている。

※未回答2

・虐待防止研修を行い、職員の研修機会を

作っている。全ての職員が参加することは難

しい為、不参加職員へ研修で行ったことを伝

える必要がある。

・もっと具体的に言って欲しい時がある。

・声の大きさによって、職員は支援している

が強要している一面もある。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。
9 0

・拘束の規準や、いつ行うかについて議論し

ている。

・必ず組織的に決定しご家族に説明、同意を

得たうえで記載している。

・身体拘束に関する研修を行うことで日々の

支援の仕方はどうなのか？改めて振り返り、

考える機会がある。

・どうしても身体拘束が必要な場合は保護者

に事前に説明をし、放課後デイサービス計画

に記載している。

※未回答３

保

護

者

へ

の

説

明

等

非

常

時

等

の

対

応


